
コーポレートデータ

一株当たり当期利益／DOE 
 （円） （%）

342.77円
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 一株当たり当期利益（左軸）　  DOE（右軸）
長期安定的に株主還元を向上させるという考え方からDOEを軸に配当基準を決定して
おり、2021年度は3.1%となりました。

自己株式取得金額／支払配当金／総還元性向 
 （億円） （%）
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 自己株式取得金額（左軸）　  支払配当金（左軸）　  総還元性向（右軸）
自己株式の取得は、将来の資本構成を予測した上で、目標株主資本比率の実現および市
場株価の状況をもとに機動的に実行しています。2021年度は、975億円と従来にない
規模で自己株式を取得しました。

CO2排出量（グローバル／Scope1＋2） 
 （万t-CO2）

再生可能エネルギー導入（単体） 
（MWh）
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海外拠点長ポストに占める現地従業員の人数／割合 
 （人） （%）

管理職に占める女性の人数／割合（単体、事技系） 
 （人） （%）
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2035年のカーボンニュートラル達成に向け、設備の省エネ、再生可能エネルギーの導
入などを進めていきます。

2021年度は安城製作所において再生可能エネルギー100%の導入を実現し、CO2削減
に貢献しました。2022年度以降も順次導入を進めていきます。

 人数（左軸）　  割合（右軸） 人数（左軸）　  割合（右軸）

親会社の所有者に帰属する当期利益 
 （億円）

売上収益／営業利益／営業利益率 
 （億円） （億円）
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 売上収益（左軸）　  営業利益（右軸）　  営業利益率
2021年度の売上収益は、車両減産の影響があるも、新型コロナウイルス感染症からの
市場回復により、過去最高収益となりました。営業利益は、外部環境悪化の影響がある
も、操業度益と社内変革活動Reborn21の効果により、増益となりました。

親会社の所有者に帰属する当期利益は、外部環境悪化の影響があるも、操業度益と、 
社内変革活動Reborn21の効果による営業利益の回復などにより増益となりました。
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2,639億円

財務情報詳細については、下記リンクより有価証券報告書をご覧ください。
https://www.denso.com/jp/ja/-/media/global/about-us/investors/securities/2022/securities-doc-99.pdf

財務ハイライト 非財務ハイライト

有利子負債*1／EBITDA*2／EBITDA有利子負債倍率 
 （億円） （倍）
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 有利子負債（左軸）　  EBITDA（左軸）　  EBITDA有利子負債倍率（右軸）
*1.  有利子負債＝短期借入金および社債（1年以内返済の長期借入金を含む）＋長期借

入金
*2. EBITDA＝営業利益＋減価償却費
有利子負債は、十分な安全性と効率性とのバランスを維持しながら、借入を積極活用す
ることで資本の増加を抑制し、資本効率の向上を図っています。EBITDAは、営業利益と
減価償却費増の影響により、増加しました。

資産合計／親会社の所有者に帰属する持分 
 （億円）

環境・安心製品の普及（売上） 
 （億円）
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 資産合計　  親会社の所有者に帰属する持分
資産合計は、棚卸資産の増加などにより、前年度末に比べ6,646億円増加し、7兆4,323
億円となりました。

 【環境】電動化領域　  【安心】ADAS
インバータ、熱マネジメントシステムなど電動化領域製品の拡販、「Global Safety Package 
3」を含む先進安全関連製品の装着率向上により、環境・安心のそれぞれの領域におい
て、前年度比で増加しました。2025年の電動化領域1兆円、ADAS5,000億円を目指し、
新技術の投入、拡販を進めていきます。
※ 2020年度よりデータ集計開始

デンソーでは、性別・性自認・性的指向・年齢・人種・国籍・宗教、障がいの有無、経験、価値観など目に見えない違いも含め、多様な人財がいきいきと活躍できる環境・組織風土の実現
に向けて、グローバルに取り組みを進めています。海外人財においては、2022年度に主要な海外連結マネジメント会社において、現地人財拠点長を20人にするという目標値を掲げてお
り、リーダー人財を計画的に育てることに重点を置いていきます。女性活躍においては、2025年度に管理職を事技系200人、技能系200人にするという目標を掲げており、今後も女性向
けロールモデル座談会や上司向けダイバーシティ研修といった取り組みを進めていきます。

Facts & Figures

国内・海外特許保有件数と出願件数* 
 （件） （件）

約23,500件

約18,500件

（年度）191817 20 21

約4,400件

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

 国内特許保有件数（左軸）　  海外特許保有件数（左軸）　
 国内・海外特許出願件数（右軸）

*  特許出願件数については、国内・海外の合計件数を表示しています。また、出願件数の
条件は、出願日が当該年度のデンソーの特許出願であり、国内の件数は国内優先権で
取り下げられた案件、分割出願を含み、海外の件数は継続・分割出願を含みます。

知的財産は、当社の競争力の源泉です。積極的に技術研究開発に取り組むことにより知
的財産を創出・取得し、有効活用しています。なお、自動車業界における特許新規登録数
は、2021年度は日本4位、アメリカ7位でした。
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